
第 3 章 北 白川 @ 分 町 遺跡出土の種実類 

南木性彦 山尾正之 捌僻平 

  
この遺跡は，京都市左京区の 京都大学北部構内に 位置しており ，京都大学構内遺跡の 地 

区割の BG3lE に相当する。 調査区の堆積物には ，縄文中期～晩期の 数層の植物遺体包含 

層 が挟在する。 これに含まれる 種実類を主とした 大型植物遺体を 調査する機会を 得たの 

で，その結果を 報告する。 この調査機会を 与えていただいた ，亀井節夫京都大学構内遺跡 

調査会長， 泉拓良 調査班長，京都大学埋蔵 文化財研究センタ 一の方々に感謝する。 

2  堆積物の年代と 採取調査の手順 

くわしくは， 第 1 部 第 2 章に述べられているので ，ここでは概略を 示す。 調査区の中央 

畔 では，表土 ( 第 上層 ) から白色砂 13( 第 54 層 ) まで， 54 層準が区別できる。 このうち植物質 

を 含むのは表 lf に示した 層 準であ った。 

約 20m X30mm の 調査 区は lom 四方に 9 分割され，それがさらに 5 In 四方に分割されて ， 

図 81 に示した地区番号が 付けられている。 各植物遺体包含 層の N 。 一 Nln 地点から試料を 採 

敬 した。 各層準の試料採取地点は 表 lf に一括 
  

    「 d3 皿 

Y-2576.71 して示した。 
日 「 d4 Ⅱ Y-2586.71 N, 

d 5 Ⅱ 

    各試料採取地点より 1,5 ㎏の植物質を 含む 

d  4  I       d  5  I 泥 ， 土 ，砂が採取され ， 2.0 ㎜および 0.5 ㎜の 

d 3 ん 

X-2237.m 飾 にかげられた。 2.0 ㎜以上の種実性そのす 

c 3 Ⅱ 

べてを， 0 ・ 5-2.0m の種実はその 一部 ( 約 5cd 

の残痒 中のもの ) を選別同定した 0 また， こ 

れとは別に各試料採取地点より 11.5 一 9.@.4 ㎏   
X 一 2227. の の 土砂を採取し ， 5.0 ㎜の節にかけ ，含まれ 

b 3 Ⅱ h 4 Ⅱ し 4 Ⅱ 
る 5.0Inm 以上の種実のすべてを 選別同定した。 

b 5 Ⅰ 

            し B l 以上の作業過程のうち ，節による 箭別 までの       10m 過程は発掘現場でおこない ，それ以降の 過程 
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表 l 4 種 実 の 出 土 



出土種実の一覧表   
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数字は出土個数を 示す。 X は 2mm の箭を通過し 0 ． 5mm の節に残った 残 陣中より得られたものがあ ることを示す。 
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表 l5 種 実 の 出 土 

        24 38 92 55               
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地 区 と 層 位 (2) 
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数字は出土個数を 示す。 X は 2mm の節を通過し 0 ・ hmm の箭に残った 残浮中 より得られたものがあ ることを示す。 



118 兆白川追分町遺跡出土の 種実類 

表 l6  植物遺体の採取地区と 層位 
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4  出土種実類の 形態 

ヵ ヤ アア Ⅰ ワ a nuc ル勿 S. e.t Z. 葉 ，種子 ( 図版 24-1 一 6)  葉は広線形で ，下面 

に 2 列の細い気孔 条 があ る。 また，種子は 堅く褐色で，表面にはややねじれる 浅い 縦溝 が 

あ る。 

ィヌ ガヤ の 戸 a わ放 xus 脇碗 ㎎ to れ材 (KNIGHT) K.K. 葉 ，種子 ( 図版 24-7 . 8) 

葉はヵヤ に似るが，下面の 気孔条の幅が 広く，上面の 中央部が突出する。 種子は倒卵形， 

ィチ " ゥ の種子にやや 似るが，ょり 傭平で表面に 微細な雛があ る。 

モ ミ 力 h わ Ⅰ カァ坤 a S. et Z. 葉 ( 図版 24-9 ～ 15)  線形，扁平，上面に 溝があ り， 

基部が吸盤 状 になることから ， モ， 属であ ることは容易にわかる。 大型の葉 ( 長さ 3cm 以 

上 ) が 混じることや ，先端が 2 鋭製 するものがあ ることから， モ ，とした ( ほかの種では 

先端 は 四頭または鈍頭 ) 。 

ヒノキ ㎝ 0%agW 也 i:an'.robtusa S. et Z, 球果，球果鱗片，種子，小枝 ( 図版 24-1f ～ 

27)  球果は球形で 約 10 ㎜，サワラに 比して大きい。 鱗片は十字対生。 種子はサワラに 比 

して 大 ぎく約 3mm, ふちに 2 翼 または 3 翼があ る。 翼は膜質なので 破損し，その 基部の稜 

だけが残っている 場合が多い。 種子表面に 1 面につき 0 ～ 3 個の樹脂腺がみられる。 小枝 

には鱗片状の 葉が十字対生に 付き，サワラとは 葉が先端まで 茎に密着していることにょり 

と区別できる。 

イ ネ 0 ソ za soti ひ口 L. 籾殻 ( 図版 25-28.29, 図 82)  保存は必ずしもよくない 

が， c 4 1 区 泥炭質 層 1 丁より 4 粒が出土している。 この 5 ち 計測可能なもの (28) は 1 粒 

だけで，これは 長さ 6.0 ㎜，幅 2.6 ㎜ ， 芭は基部で破損している。 また，退化した 外 頴の 

基部が残っているもの (29) もあ った。 表面は微粒状突起に 密におおわれている。 

図 82                      8 倍に拡大 

I 内題 3 苦の基部 
2 外題 4 退化した外題 

  

  

  

28 29 
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ヵヤッリバサ 属 A  の PeruMssp. A  果実 ( 図版 25 一 :30)  長さ約 1.311l01, 卵形で扁平，果 

皮は膜質で薄く 淡 褐色。 

力也ソリ グサ属 R  り per ゐ sp. B  果実 ( 図版 乃 -33-35)  長さ約 1.2nml, 3 稜をもつ 

狭 倒卵形，果皮は 堅く表面に微細な 突起をもち，ざらつく。 

ホタルイ 属ふ蜂勝 果実 ( 図版 25-36 ～ 38)  長さ約 2mm, 幅約 1.7mm, 広 倒卵形，断面 

は 平凸レンズ 状 ，表面に横 雛 があ り黒褐色～黒色。 基部から別状の 花被を 5 ～ 6 本出し， 

刺 針の長さは果実とほぼ 同長。 現生種では，ホタ         サンカク イ などに似る。 

ハリイ属 E わ oc 材 nis 果実 ( 図版 25-31 .32)  長さ約 1,3mIl1, 広 倒卵形，断面は 両凸 レ 

ンズ 状 。 果柱 基部が短かい 三角すいとなり 果実上部に付く。 基部には 刺 状の花被が 6 本 あ 

り ，これは果体より 短い。 

スゲ属 Ca 移 x spp. 果実 ( 図版 25-39-43) さまざまな形態のものがまざる 0 大きく 

分けると 3 稜の発達するものと ，断面が両凸レンズ 状のものとに 分 げられる。 

イ ボクサ ヵ幼わ 笏のん切切 ゐ HAssK. 種子 ( 図版 26-46.47)  楕円形，両端が 円形か ，ま 

たは，一端のみ 切形となる。 踏 点は線状で切形の 一端に達しない ( ッュクサ 属では切形の 

一端に達することで 区別できる ) 。 種皮は膜質で 薄く 暗 赤褐色， 発芽 孔が 横面にあ って ， 

くぼんでいる。 

セ ブミョウガ Polli はノ沖 。 ん U,a THlINB. 種子 ( 図版 26-44.45)  イ ボクサにやや 似るが， 

種皮が厚いこと ，発芽 孔が腔 点の裏 面にあ ること， 膀 点は線状にならず 短いことにより 区 

別できる。 

ヤナギ属 文 lix  果実 ( 図版 26-48.49)  卵形で約 1 ㎜の短い柄をもち ，長さ約 3mm, 

先端は 2 つに裂開している。 

オニゲ ルミ ノ㎎ la 併 si6h0 屋 初句 MAX. 核 ( 図版 26-53-56)  大きさ 3cm 前後。 完全な 

ものは少なくほとんどが 封 菌類による食害をうげている。 縫合線上や側面を 丸くかじりと 

っている場合 ( ネズ ; による ? 図版 26-54) と ，縫合綴に沿って 2 つに割ったよらに ， かじ 

りとっている 場合 ( リスによる ? 図版 26-55) とがあ る。 また， 3 室になっためずらしい 形 

のものも得ている ( 図版 2 ㌃ 56) 。 

ヒメ 力に / ㎎ f" れ s  si8boldi 勿 "  va 「・ c ぴ diI れ 「 mis  MAKlNo  核 ( 図版 26-57)  オニバル 

  
，に 比べ，扁平で 表面が平滑， 心 形に近い。 北村・村田に ょ れば「 ( ヒメ グル，は ) 長野県 

の 伊那で観察したところでは ，里の小川に 沿って野生の オニ グル， と 混生しており ， オ二 

グル，との雑種もあ る。 里の ヒメ グル，が野生化したとも ，野生とも考えられる。 山中で 
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疑いのない ヒメバルミほ 見たことはない」とのことであ り，この当時， ヒメ グル，が栽培 

されていたか ，少なくともこの 付近に人間の 手がはいっていたことが 推定できる。 

ョグソミ ネバリ Betu ね ㍗ ossa S. et Z. 球果鱗片 ( 図版 26-50)  果 鱗は扇形で，長さ 

約 6 ㎜，先端は 3 製 するが切れ込みは 深くなく全体の 長さの 拷 ～ 拷 。 3 型したそれぞれの 

裂片は ，基部で最も 幅広く，先端は 鈍頭に終わる。 

かりキ尾 Betu ね 果実 ( 図版 26-51 .52)  楕円形～卵形で 3 ～ 4m0l 。 翼が基部しか 残 

っていないため ，種の同定はできないが ，おそらく， ョグソ ，ネバりのものと 思われる。 

7 ヵ シデ ㏄ ゆ肋ぬ Ⅰ は Ⅹ 雄力 (S. et Z.) BLuME  果実 ( 図版 27-58) 卵形で，扁平， 8 

@0 本の縦線があ る 0 長さは 3mm 前後。 イヌシデ は，長さが 4 ～ 5 ㎜あ ることに よ り，イ 

ワシ デ は長さ 4 ㎜，縦線が 11 一 ;3 本あ ることに よ り区別できる。 

ア サ ダ Ostrya7%wm;ca SARG. 果実 ( 図版 27-59)  狭 卵形で，長さ 約 6mm, やや 光 

沢 があ る。 

ィヌ ブナ E ㎎ 郷ノ伸伽肋 a BLuME  殻斗，堅果 ( 図版 27-60 ・ 61)  殻斗はいずれの 標本 

もいちじるしく 破損しており ，柄は基部で 取れている。 殻斗は 4 製 しており，その 外面は 

基部から鱗片状の 突起に覆瓦状におおわれている。 この鱗片の形態でブナと 区別できる。 

堅果 は 3 稜をもつ卵形，ブナに 比べ ， 僻の部分が小さく ，稜の部分に 翼がない。 

ィチィガシ QyMe 「 C ゐど肋 a BLIIME, 幼果 ，堅果 ( 図版 27-f6R ～ 65) 

アカガシ近似 種 e. cf. acuta THtINB. 幼果 ，堅果 ( 図版 27-67.68) 

アカガシ亜属 乏 ・ subgen. Cyyclobal0% 軸 sis 幼果 ，堅果，殻斗，雄花序 ( 図版 27-62. 

66) 幼果 としたものは ，殻斗内に堅果がはいっており ， 4 ～ 5 ㎜の大きさのものが 多く， 

小さいものでほ 2 ㎜ ( これは雌花としたほうがよいかもしれない ), 大きなもので 7 ㎜程度 

であ る。 それ以上の大きさのものは 成熟 果 と判断し表 14. 15 で は 堅果の欄に算入した。 

一般に幼 果 ( 未熟 果 ) が多く成熟 果 が少ないが，これは 現在のアカガシ 亜属の生態と 矛盾し 

ない。 幼果 および堅果のうち ，花柱が保存されているものでは 種 レベルの同定が 可能であ 

る 。 花柱基部の輪状の 模様のあ る部分が狭く ，円柱状または 細円 すい台状に花柱に 移行し 

柱頭が 令 状で外側を向くものはイチイ ガシと 同定できる。 輪状紋の部分が 突出して役にな 

り，柱頭が細長いものはアカガシ 近似 種 とした。 これは，アカガシのほかにウラジロガシ 

やツク " ネガ シ の可能性もあ り，また 3 者が混在している 可能性もあ る。 これでは， 一 

般に ，柱頭の保存が 悪く基部が残っているのみであ る。 花柱や輪状紋の 部分の保存が 悪い 

ものでは 種 レベルまでの 同定は困難なので ，一括してアカガシ 亜属とした 0 殻斗は保存が 
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悪く破片になっているものが 多い。 輪 層状の鱗片がアカガシ 亜属全体の特徴であ る。 雄 

花序は尾状であ る。 殻斗や雄花序はイチイ ガシや アカガシ近似 種 のものであ ろうと推定で 

きるが，形態から 同定することはできなかった。 

コナラ Ou ぴ er.c ぬ綬 附加 THuNB. 殻斗 ( 図版 28 づ 9)  三角状卵形鈍頭の 鱗片を ， 密に 

覆瓦状にもつ 殻斗の破片が 王 点 ( 実形の 姥 ぐらい ) 得られたのみであ る。 

クリ近似 種 C.f. ㏄ 甜勿勿 Ⅰ ク ・ 9 乃村 a S. et Z. 堅果 ( 図版 28 一 70)  ， 大型の堅果で 幅Ⅲ・ 3mm 

長さ 14.4mm 以上。 半分に割れており 頭部 は 欠けている。 変形しているので 判断しにくい 

が ，断面が平凸レンズ 状であ ること，尻の 部分に縦に長い 雛があ ることに よ り ， クヌギ や 

アベマキなどと 区別できる。 ブナ科であ るとすれば クリ に同定できる。 

ケヤキ ス 屋 0 ㎝㏄「「 ata (THUNB,) MAKINO 果実 ( 図版 28-71) 灰色～灰褐色，基部か 

らみると円形，側面からみると 腎形 ， 径 約 3 ㎜。 基部には突出した 大きな腔があ り，そこ 

    ら 脈が分岐しながら 広がる。 

ェノキ の腕 ssi れ勿 sis PERS. 核 ( 図版 2 社 72)  白色一淡黄色，骨質，球形， 径 3.2m, 

基部に白色で 堅い突起があ る。 これは ェノキ の外果皮が溶脱してしまい ，内果皮のみが 残 

っ たものであ る。 

ムクノキ カタん 0 勿れ 妨 e  a 舶 e 「 a  (THuNB.)  PLANCH.  核 ( 図版 28-73)  灰褐色， 偏 三角状 

円形， 径 6 一 7 ㎜，一端に白色の 突起があ る。 表面に微細な 網目 紋 があ る。 内果皮は厚く 

柵状 。 こわれやすく ， 完 形で出るよりも 細片で出ることのほうが 多い。 

クワク サ Fa は to 妬ひ刀 OSa (THUNB.) NAKAl 果実 ( 図版 28-74)  黄褐色， 偏 三角形， 径 

1 ㎜ 弱 ，側面に微細な 突起が散在する。 

ヤマグ ワ M ぴ or はご 施笏砂ク Z.r KoIDz, 核 ( 図版 28-75.76)  黄褐色，三角状倒卵形，長 

さ 2.2 ～ 2.9 ㎜， 幅 1.6 ～ 1.8 ㎜，基部に長さ 約 0 ・ 3 ㎜の剛毛状の 突起をもつ。 表面は平滑。 

カジノ キ R の 妹 so れ nlt6tia 尹坤 グ地切 (L.)VENT. 核 ( 図版 28-77.78)  茶褐色，卵形～楕 

円形，長さ 2.5 ㎜双後，幅 2.0 ㎜ 弱 。 表面に微細な 突起をもち，基部に 病状の突起をもつ。 

ヒメコゥゾ Bro ゐ so 彫 tia ん % 庇 oki S 田 B. 核 ( 図版 鍵 -79 ～ 81) 茶褐色，長方形状楕円形， 

長さ 1,2 ～ 1.3 ㎜， 幅 1,Omm 前後。 表面に微細な 突起をもち，基部に 病状の突起をもつ。 

カナムバラ Huu 附ぬ sm 仲 。 れわ郷 S.et Z. 種子 ( 図版 29-82)  両凸レンズ 状 円形， 径 約 

4.0 ㎜，厚さ約 1.5 ㎜。 白色心 形 の 腔点 をもつ。 

ミゾ ソバ 巧塊 。 棚 附加㈱ レ怨 UiS. et Z. 果実 ( 図版 29-83.84)  3 稜 形で 淡 褐色， 

長さ 3.5-4.OnTl, 幅 約 2.5nun, 表面に微細な 網目 敵 があ る。 基部に約 0 ・ 5 ㎜の突起があ 
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る 。 果皮はやわらかく ，しばしば圧縮された 状態で出土する。 現生の果皮は 堅いが，埋没 

後に変化したものと 判断した 0 

ボン トクタデ P0 り 90 卸笏戸 M&gscgnsBLuME  果実 ( 図版 29 づ 5.86)  3 段形で暗褐色～ 

黒色，長さ約 2.5mm, 幅約 1.6mm 。 表面に微細な 網目をもつ。 基部に小突起をもっ。 

タデ属 ル灰佛沖 spp, 果実 積名を決定でぎなかった 数種類の タデ 属があ る。 表 14 

・ ¥5 のこの欄には ，それらを一括して 示した。 

マルミノ ヤマ ゴボウ 磁グ 0 ル c%7% 笏ゐぽ MAKINO  種子 ( 図版 29-87) 円形，黒色， 径 約 

3 ㎜ ， 厚さ約 1.3 ㎜。 表面に指紋状の 模様があ り一端のやや く ばんだ位置に 白色の塘があ る。 

ナデシコ 科 Caryophyllaceae  種子 ( 図版 29-88)  円形，黒穂 色 ， 径 約 0 ・ 6 ㎜。 表面 

は星状で組み 合った区画に 分かれており ，各区画から 円錐状の突起が 出る。 

コウモリカズ ラ 財姥ぬ @per 仰ひ 附ぬ ur ゐひ笏 DC. 種子 ( 図版 29-89)  円形， 淡 補色， 径約 

5.0 ㎜。 内側に円形の 隆起があ り，その内側は 平らで， 1 つの小さい穴があ る。 外側には 

不規則で細い 隆起が放射状に 走る。 

アオ ツヅラフ ジ Cnc ㎝ ぬ s tniloh 郷 (THuNB.) DC. 種子 ( 図版 29-90)  円形， 淡 褐色， 

径 約 4.6nlm 。 中央部は大きくくぼみ ，周囲の隆起は 一端が開いた 偏 円形。 隆起上には放射 

状の細い隆起が 走る。 

コブシ M 喀ん 0 ん ん obus DC. 種子 ( 図版 29-92) 第 15.19 層のものは半分に 割れて， 

第 23 層下部のものはほぼ 実形で得られた。 後者を記載する。 広 楕円形， 淡 褐色，長さ 9.5 ㎜， 

w 高 n.3 ㎜。 背面は破損して 欠ける。 臆面は中央部が 溝 状 にくぼみ，下部に 小さな膀があ る。 

表面に不規則でゆるやかな 凸凹があ る。 

ムラサキ ケ マン C ぴノぬゐ研 ctsg (THUNB.) PERS. 種子 ( 図版 29-91)  円形，黒色，光 

沢があ り， 径 1.7 ㎜。 一端に約 0 ・ 4 ㎜の大きく円形にあ いた膀があ る。 表面は小さな 六角 

形 - 長方形の模様でおおわれる。 

ヤマネコ ソメソゥ 近似 種 ㎝ ウ ㏄ 抽施ね笏 Cf.j 坤 0 所㎝ 仰 (MAX.) MAKINO  種子 ( 図版 29- 

93)  楕円形，黒色，長さ 約 0 ・ 7 ㎜， 幅 約 0 ・ 5 ㎜。 全体に微細な 毛壮心突起があ る。 

ィヮ ボタン近似 種 ㎝ rWJ0 やわれ ia 用 cf, 佛 wcroste 佛 onMAXIM. 種子 ( 図版 29-9 の 左右不 

対称な卵形， 黒 紫色，長さ約 0 ・ gnum, 幅 約 0 ， 5 ㎜。 約 10 本の稜があ り，その上にやや 太い 

突起が並ぶ。 

キイチ コ属 R 妨ぬ spp. 核 ( 図版 29-95 ～ 97)  半円形～三日月型，大きさは 1.2 ～ 1.8 

㎜でさまさま。 表面の網目も 深いものと浅いものとがあ り， また網目を形成しないものも 
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あ る。 数種類が混じっている。 

サクラ節竹脇 ひ s Sect. Pseudmera. 。 rus 核 ( 図版 30-98.99)  広卵形～楕円形，黄褐色， 

長さ 5 ～ 7 ㎜，幅 4 一 5mmmm 。 一側面に太い 隆起があ り，その中央に 細い溝があ る。 基部に 

大きな鱒があ り， 僻 付近および側面の 隆起部より 3 ～ 4 本の隆起が中央部に 向かって 走 

る 0 この節は，サクラ 属の 5 ちで，モモ，スモモ ，ウメ， ウヮ ， ズ ザクラなどを 除いた， 

いわゆるⅡサクラ」のバループだが ，その分類はむずかしい。 数種類が混じっている 可能 

性があ る。 

フジ 属 姥肋 eni は芽 ( 図版 30-100 ・ 101) 灰 黒色で基部に 大きなこぶ状の 突起をもち， 

縦方向の隆起が 目立つ。 長さ 4 一 8 ㎜。 

カラス ザ ンショウ Z0% 几篠 @vlum れ " んれたゐ Mi ゐ sS. et Z, 種子 ( 図版 30-102.103)  偏 円 

形，黒色，長さ 3 ㎜双後。 片方に種子長の 半分以上に達する 深く広い溝があ る。 この溝の 

両肩はもりあ がり，稜を形成する。 

キハダ ムル肪劫み ㎝ ク 仰は卸 邱 Rupr.  種子 ( 図版 30-104  .105)  扁平な半月形， 黒 

色，長さ約 5 ㎜， 幅 約 2.5 ㎜。 直径にあ たる側の側面に 細長い雙があ る。 表面全体に細か 

い 網目状の模様があ る。 

アカメガシワ 力石 &ff0f ぴ Ⅰが押切Ⅰ 妨 (THUNB,)  MUELL, ARG.  種子 く 図版 3 Ⅰ 106  .107) 

灰 黒色，球形， 径 2.5 ～ 3.5 ㎜。 全体に短いこぶ 状 突起があ る。 頂点付近に短い 3 稜があ る。 

ウルシ 属 K ゐひ Ⅰ 核 ( 図版 30-108)  茶褐色，扁平な 偏 円形， 径 約 3 ㎜。 表面に微細な 縦 

すじがあ る。 大きさだ け かが判断すると ，現生種の中では ，ヌルデに最も 近い。 

イタヤカエデ めげ れ onoMAXX. 果実，種子 ( 図版 30-110 ～ 112)  カェデ 属の果実 は 翼 

に特徴のあ ることが多い。 しかし遺跡から 出土する時，翼が 破損しているか ，残っている 

場合でも洗い 出す過程でこわれてしまうことが 多い。 そこで，これから カェデ 属の記載と 

して述べることは ，いずれも翼が 取れている状態での 形態であ る。 イタ ヤカヱデ の果実は 

灰褐色で，栗栖に 付着する 点 ( 以下「付着 点 」と略す ) の長さほ 3 ～ 5 ㎜， 異 体の長さは 10 ㎜ 

弱 ，幅は 6mm 前後，厚さ lnTTl 前後。 付着点と果体の 角度ほ約 45 。 であ る。 種子は果実より 

ひとまわり小さく ，楕円形，黒色，表面は 網目状の溝でおおわれる。 

ミツ デカエデカⅠ げ由 Ⅰ 睡 hI は 仰 (S. et  Z.)  K. KocH  果実 ( 図版 30-114  .115)  黄梅 

色，付着点の 長さは 2 ～ 3mnl 。 果位 は 扁平，長さ 7 ㎜双後，幅 2 ～ 3nml 。 付着点と果体の 

角度は約 45 。 であ る。 表面に 3 ～ 5 本のあ らい隆起があ る。 

カジカエデ カ cer  が柿の lic ひ卸 BLuME  ex  KocH  果実 ( 図版 30-109)  茶褐色。 異 体 は 
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かなり厚く長さ 7 一 8 ㎜，幅 7 一 8 ㎜，付着点の 長さは 7-8 ㎜，付着点と 果体の角度は 

約 70 。 であ る。 

カエデ節近似 種 Acer cf. SeCt:. ,P0%a 「・ a 果実 ( 図版 30-113)  茶褐色。 異体はほぼ球形 

にふくらみ，長さ 3 一 5 ㎜，幅 2 ～ 4 ㎜，付着点の 長さ 2 一 4 ㎜，付着点と 果体の角度は 

約 90 。 であ る。 表面にあ られ網目状の 隆起があ ることが多い。 これにはイロハモ ， ジ ，ハ 

ウチワカエデなどの カェデ 節の各種のほか ウリハダカェデ も混じっている 可能性があ る。 

トチノキ メ es 放 Ⅰ ひ s 肋 rh 初ロ 力は B Ⅲ ME. 幼果 ， 幼 種子，不実種子，果実，種子 ( 図版 31- 

lT6 ～ tlg)  幼果 としたものは 茶褐色，倒卵形 - 円形。 長さ 10 ㎜，幅 8 ㎜程度のものが 多 

いが，長さ 6 ㎜，幅 4 ㎜程度の小さいものから ，長さ 15 ㎜，幅 13 ㎜程度の大きいものまで 

あ る。 それより大きいものは ，成熟 果 と判断して 表 Ⅲ・ T5 では果実の欄に 算入した。 表面 

には 淡 褐色の斑紋があ り，ざらつく。 先端は急にとがる。 基部には柄があ るが，取れてい 

るものもあ る。 基部と先端とを 結ぶ 3 本の溝があ り， この溝の部分で ， 3 裂片 にこわれや 

すい。 まれに，この 溝の部分が突出し ，稜になるもの ( 図版 31-116) が得られた。 MIK.T は 

東京都中野区江古田の 縄文遺跡 よ り，この ょう な 3 稜が発達する トチノキ の 幼 果を得て， 
( 2) 

これを メ ・ f は， &i れのぬ Va 「・ f 妨クは と ば MTKT とい 5 新変種として 記載している 0 しかし，この 

ようなタイプは ， 幼果 のみでしか見られないこと ，現生種にも 非常にまれだが 存在するこ 

との 2 つの理由により ，変種とする 必要はないと 思われる。 なお，このよ 5 なタイブの 出 

現する比率が ，縄文時代には 現在よりも高かったという 可能性はあ るかもしれない。 果実 

は，完全な形ではほとんど 得られず， 3 裂片 に割れた状態で 得られた。 各裂 片は舟形，長 

さ 25 ㎜双後， 幅 10 ㎜双後，覚面は 茶補色で - 淡 褐色 - 黄金色の斑点があ り，内面は灰褐色で 

スポンジ 状 。 種子は球形， 径 20-25 ㎜，ほぼ赤道面を 境にして光沢があ る黒色の上部と ， 

光沢がなく 灰 補色の下部とに 分かれる。 下部にほ小さな 踏があ る。 光沢のあ る部分が下 

部にはいり込む 部分があ り，そこは隆起している。 これは幼根がはいっていたところであ 

る。 光沢のあ る部分の全面に 微細な搬があ る ( 図版 31-119) 。 このよ 5 な鍛は，現生種では 

ないか，または 幼根のはいっている 隆起部分にわずかにみられるのみであ り，全面に広がっ 

ているものほまだみない。 堆積後に化学的変化により 表面に発達したのかもしれない。 幼 

種子は，形態的には 成熟したものと 似ているが，小さく ， 径 2 一 l0mm 前後。 成熟種子に比 

べ，光沢のない 部分の面積が 少ない。 不実種子は不定形で 扁平，大きさは 5 ㎜程度。 果実 中にはもともと 6 個の胚があ るが成熟するのは 1 っだ げなので，残りは 不実種子とな る 

不実種子は表 14. 15 では 幼 種子の欄に含めた。 
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ッ リ ブネ、 ソゥ fmpafie 附加乃。 パ MIg. 種子 ( 図版 31-120)  黒 紫色，楕円形，長さ 4.0 

㎜，幅 2.9 ㎜，下部は噴 状 になる。 表面に不規則な 線状の隆起があ る。 

ブドゥ 居 れ ぬ 種子 ( 図版 31-123)  暗褐色， 心形 ， 径 3.0-4.8m 。 ヵラザ は楕円 

形で 径 1 ㎜双後。 数種類が混じっているかもしれない。 

ノブドウ カ mpel 仲 ・ nis htc ひ 中 ん棚 ひん ta (MAX.) TRAuTv. 種子 ( 図版 31-121 .122) 暗 

褐色，広卵形， 径 3.3 一 4.2 ㎜。 カラザは長く 伸びて，へら 形になる。 

ツ タ Ⅰ ロ rt ル穏藤鰯は庇鍬舶 id はぬ (S. et Z.) PLANcH. 気根 ( 図版 31-124)  Icm 

程度の曲がりくねる 気根の先端が 分岐 し ， 数 個の吸盤を付けている。 吸盤は， 径 1 ㎜双後。 

サルナシ近似 種 ActtWidia cf. a はひ廿口 (S. et Z.) PLANcH. ex Mlo. 種子 ( 図版 31-1 乃 

・ 126)  暗紫色 - 紫 褐色，卵形～ 長 楕円形，長さ 1.8-2.3 ㎜，幅 1.1 -1.6 ㎜。 表面に 

小さい網目模様があ る。 ほとんどはサルナシとしてよいと 思われるが，小さいものの 中に 

は，マタタビが 少し混じるかもしれない。 

サカキ ClJ ひ雄 0 % タ 0 切切 THuNB, (P.p., em. S. et Z.) 種子 ( 図版 31-127.128) 黒 

色 で光沢があ る。 卵形 - 円形でやや不規則な 形， 径 2.2-2.8 ㎜。 表面に ， 細かい網目が 

あ る 0 

ヒサカキ EM. りはノ仲 。 縫眈は THuNB. 種子 ( 図版 31-129)  灰 黒色，不規則な 多角形で ， 

長さ・ 幅 共に 1.2 ㎜双後。 表面に細かい 網目模様があ る。 

タラ ノキ ノバ ・ 口 hia g.A は肋 (MIg.) SEEMAN  核 ( 図版 31-130 ・ 131)  淡 褐色，扁平で 長い 

半月形，長さ 2.0 ～ 2.5mm, 幅 0 ・ 9 一 1.3 ㎜ ， 背に数本の溝があ る。 表面はざらつく。 

ドク ゼリ 属 またはセリ 属 ㈹㎝ 肋 and ん r  Ogna れとんク 果実 ( 図版 32-132  . 133)  黄白色， 

円形 - 応楕円形，長さ 2.3 一 2.81Ilm,  幅 1.5  一 1.8mnt 。 肋は肥厚しコルク 質 。 

ミズキ Co 撰姐 ㏄ r れ trooer.sa  HEMsl.E.Y  核 ( 図版 32-134  . 135)  淡 補色， 偏 円形，円形， 

卵形，長さ 3.5-5.5mm, 幅 4.0-5.5 ㎜。 基部に大きな 踏があ り，先端はとがるかまたは 

円頭。 現生種では，長さ よ り幅が広く先端がとがらないのが 普通だが，今回出土したもの 

では，長さのほうが 大きく先がとがるもののほうが 多かった。 

クマノミズキ ㏄抑ぬ br は Ⅰ ゆ Wo ぬ C.A. MEY. 核 ( 図版 32-136)  淡 褐色，球形， 径 3 

mIn 前後。 表面にきわめて 浅く細い溝が 数本走る。 

エ ゴ ノキ Styraxjapomica S. et Z. 核 ( 図版 32-137)  暗褐色，楕円形，長さ 6.5 一 

8.0 ㎜，幅 4.5 ～ 5.0mm 。 縦方向に 3 本のやや幅広い 溝があ る。 下端に大きな 瞬があ り， こ 

0) 部分は淡褐色。 
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ハクウ ンボク 地ア 銘 obossia S, et Z. 核 ( 図版 32-138.139)  黒褐色でやや 光沢があ 

る。 楕円形，長さ 8.0-13.0 ㎜，幅 6.0-9.0 ㎜。 縦方向に 3, 本の糸 m く 浅い溝があ り， 溝と 溝 

の間に 1 本 ずつ，計 3 本の細い稜があ る。 下端に大きな 腔があ り，この部分は 淡褐色。 

ア サガラ ム tp 竹田 砂 / 笏 じり 励 ㏄ ぱ S. c.t Z. 果実 ( 図版 32-144)  暗褐色，倒卵形，長さ 

8.1 ㎜，幅 4.6 ㎜，縦方向に 5 本翼状の稜が 発達する。 先端部は破損している。 

ォォバア サガ ラ Pte.yrn.<; 雙餓 ん % Ⅰ ぬ S. et Z. 果実 ( 図版 32-14 の 淡 褐色， 狭 楕円形， 

長さ 9.0 ㎜，幅 2.1 ㎜。 下部 は 徐々に細くなり 柄になる。 上部には ガク片状 のものが付い 

ている。 表面に 10 本の細い縦の 稜があ る。 

ムラサキ シキブ属 Calhic の ゆ 0 分 核 ( 図版 32-140-142)  淡 補色，楕円形，長さ 2 ㎜双 

後，幅 1.3 ㎜双後。 背面はドーム 状に突出し，臆面は 外周沿いにくぼ れ 。 背面が破損し ， 

ドーナツ状の リングの中に 薄い膜が残っただげになったり ， 腹 面も破損し， ドーナッ型に 

なっているものが 多い。 

クサギ Cxc 「 n 加乃 み 。 ん t 「 if ん 「， oto Ⅲ ひ籠 THuNB.  分核 ( 図版 32-145)  灰褐色，楕円形， 

長さ 5.4 ㎜，幅 4.3 ㎜双後。 背面は突出し ，大きな網目があ る。 網目の中に小さな 突 点が 

散在する。 臆面はゆるやかにくばみ ，弓状の穴が 開く。 

イヌ コウジュ 属 近似 種 cf. Moosria 果実 ( 図版 33-146-148)  淡 褐色 - 茶褐色，円形， 

径 0 ・ 8 一 1.1 ㎜。 表面に大きい 浅い網目があ るか， または表皮が 取れている場合は 平滑 0 

付着点は点状で ，その付近でやや 唱状 になる。 

ナス 科 Solanaceae  種子 ( 図版 33-149. 150)  茶褐色， 偏 平な円形， 径 2 ㎜双後。 

表面に細かく 深い網目があ る。 

二ヮ トコ 勉励 ucus stebo 材肋伽 BLuME ex GRAEBN. 分核 ( 図版 33-151 .152)  淡黄 

色，倒卵形 一 楕円形，長さ 3.2 ～ 3.5 ㎜， 幅 1,5 ～ オ Ⅰ㎜。 下端にやや縦長の 鱒があ る。 表 

面にはあ らい叙があ る。 

ゴマ ギ 円 し笏ひ卸 stieho 「 dni MI な 核 ( 図版 33-153)  灰褐色，円形， 径 4.8 ㎜，やや 

扁平。 臆面 に 1 縦溝 があ り，この溝は 上部で Y 字状 に開く。 表面に黒点があ る。 

ヤブデマリ パ hur. れぴ坤タ hicatu 後 THuNB. 核 ( 図版 33-154.155)  灰褐色 - 黄褐色，楕 

円形，長さ 4.0-4.7 ㎜，幅 2,8 一 3.5 ㎜，扁平。 腹 面に 1 縦溝 があ り，これは中央部で Y 

字釈に開く。 背面に種子福 の Ⅹに達する幅広い 隆起があ る。 

ガマズミ 節乃肱笏ひ狗 Secl. 0 ゐん toti れ i,us 核 ( 図版 33-l59 ～ 162)  茶褐色，広卵形，長 

さ 6 ㎜，幅 5 ㎜双後，扁平。 腹 面に 3 本，背面に 2 本の浅い溝があ る。 表面はややざら つ 
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く 0 この節にはガマ ズ ，，コバノガマ ズ ，， ，ヤマガマ ズ ; などが含まれる 0 

メナモ 2  % 怨クめ ec ん在 0% 庇 se.e 窩 MAKINo 果実 ( 図版 33-156.157)  灰 黒色，三日月 

型，長さ 2.5 一 3.5 ㎜，幅 2 ㎜双後， 4 稜があ り，表面はざらつく。 

キク科 Compositae  果実 ( 図版 33-158)  淡 褐色， 狭 倒卵形，長さ 3mm, 幅 1.2 ㎜ 

前後，扁平。 表面に微細な 雛があ る。 

  
明らかな栽培植物は ィネ のみであ る ( 図 82)0 

6  史双帰化植物または 移入植物 

日本に現生する 植物のうち，あ る植物を史双帰化，または 移入されたものであ ると証明 

することは厳密にはむずかしい。 ここでは次の 2 つの条件を満たすものを ，その可能性が 

あ るものとして 指摘するにとどめる。 その条件とは ， 1) 更新統からの 化石産出がなく ， 

完 新統のあ る時期 よ り ， 急に産出する よう になる。 出 現在人間に よ る影響のあ るところ 

に生育している。 さて，この条件をほ ば 満たすものに ヵナ ムグラ とヵジノキ があ る。 

ヵナ ムグラは縄文前期前葉の 福井県鳥海貝塚から 報告があ る。 縄文晩期や弥生時代の 堆 

積物からは普通に 産出する。 ただし 1 例だけだが，干葉県の 更新統ょり産出した 末 同定植 

子は，その形態 (4) ょ     あ きらかに ヵナ ムグラであ る 0 この産出が疑いのないものだとする 

と，更新世にわずかに 生育していたものが ，縄文時代には いり ，急に繁茂しだしたのかも 

  
カジノ キ は縄文後期前葉から 報告があ   る。 縄文晩期や弥生時代の 堆積物からは 普通に産 

出する。 青森県津軽部八幡 崎 泥炭層遺跡 ( 縄文晩期 ) からは，アンペラ 状に陰干しでもした 
  

ような状態で 厚さ約 2cm 程度に層状に 炭化して発見されており ，縄文時代の 利用植物とし 

て注目されている。   
今回調査した 堆積物はすべて 自然堆積物であ り，人間が利用した 痕跡であ るとも考えう 

るものは，試掘調査時に 出土した，縫合 線 にななめに割れたオニバル ，の 核 1 個 ( 図版 22- 

6) だけで，ほかにはない。 したがって以下に 述べるのは，もし 利用しょうと 思えば利用で 

きるものであ る。 
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食用になる堅果 類 カヤ，イヌガヤ ，オニバル，， ヒメ グル，，イヌブナ ，イチイガシ ， 

アカガシ近似 種 ， クリ近似 種 ， トチ / キ 。 このうち，アク 抜きせずに食べうるのは ， カヤ， 

イヌガヤ， オニバル ; , イヌブナ，イチイガシ ( 簡単な水さらしだけで 食べうる ), クリ近 

似 種 ( クリであ るとすれば ) であ る 0 また，多量に 出土した屯のは ， オニバル ;, イチイガシ， 

アカガシ近似 種 ， トチ / キ であ る。 

食用になる漿果 類 ェ ノキ，ムクノキ ，ヤマグ ヮ ，カジノキ， ヒメコウゾ ，キイチゴ 属 ， 

サクラ 節 ，ブドウ 属 ，ノブドウ， ッタ ，サルナシ近似 種 ， ，ズキ， クマ / ; ズキ，ゴマ ギ ， 

ヤブ デマり，ガマ ズ 、 節 。 いずれも参仕 で 生食が可能だが ，主食になるようなものではな 

い。 いずれも果実酒を 作ることが可能であ ろ 5 。 

穀 類 イネ だけであ る。 

その他 利用植物として ，カジノキ， ヒメコウゾ   から繊維がとれる。 

8  古 群落の復原 

Ⅲ 古 群落の復原についての 基礎的問題 

植物遺体群集の 組成には，各植物の 種実の生産量，保存のされやすさ ，堆積し保存され 

る地点までの 水流による運搬，などの 問題がからみ 合った複雑な 影響が与えられる。 遺体 

群集から，当時の 植物群落をただちに 復原することはできない。 

本 遺跡の泥炭質 層 2 上 より出土した 植物遺体を調査し ，各地点ごとに 種実の量を植物の 

種類別に図にしてみると 興味あ る事実が明らかになった。 この地層には トチ / キの 根株が 

あ り，その株の 周辺から トチノキ の種実が多量に 出土し，根株から 離れたところからはほ 

とんど出土しなかった ( 図 87-a) 。 現生種で調査したところ ， トチノキ の 幼果 ，果実，種子 

などは株の周囲に 集中し，樹冠の 直下から数 血 離れるとまったくみられなかった ( 図 83) 。 

R  A 

図 83  トチ / キ 0 株周辺の種実の 分布 

l979 年 8 月 23 日 京都大学芹生 

演習林長治 谷 において調査 

A  調査地点付近の 略図 調査木は 

樹高は m 胸高直径 77.8cm 。 各種実採集 

地点に．「 ioc Ⅲ平方の方形 枠 をお き ，その 

中の全種実を 採取した。 
B  調査結果 樹冠の直下から 0 一 
3 m はなれると全く 種実が見られない 
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トチノキ 3 円心 目 Ⅰ 卜 
( 幼果 幼 種子 + 果実十種子   ( 幼果 ) 

  
  
ゴ Ⅲ 卜 

ミ ノソハ 泥炭質幅 4 群落復原図 
( 果実 ) 

  
コ Ⅰ ヒ 

ゴロ 挙 
サルナノ近似 種 
( 種子 ) 

図 84 泥炭質 層 4( 第 9m 層 ) 出土種実の分布と 群落の復原 縮尺 l/600 

一方，ホタルイ 属 ( 現在 水 湿地に分布しているものが 多い ) の果実は当時の 地形から考えて 

湿っていたと 考えられるところに 集中している ( 図 87-d)0 そこで， 当時トチ / キ の木の 

周辺に落下した 種実や湿った 場所に分布していたホタルイ 属の果実が ，ほ ばそのままの 位 

置で移動することなく ，急速に埋没され 保存されたのではないかと 推定した。 

この層の上面には 白砂のつまった 足跡が残されており ，足跡が 撹 乱されないうちに 砂層 

によっておおわれたことを 物語っ                           って急速に砂によっておおわれたことは 

確かであ ろう。 この泥炭質層を 形成する堆積物が 厳密に 1 層 準のものであ り，当時の林床 

を保存しているという 直接の証拠は ，残俳ながらない。 しかし，土質による 層序区分では 

Ⅰ 層 準として扱えること ( 第 1 部 第 2 章参照 ), 泥炭質 層 2 上の含有植物遺体の 分布からは 

当時の林床を 保存していると 考えたほうが 自然であ ることの， 2 つの理由により ，この 推 

定を妥当であ るとして作業を 進めることにした。 また，後述するように ，各種実の分散様 

式の違いによる 平面分布のよ う すの違いも，この 考え方と矛盾しない。 
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ヨ出土太田 ピく Ⅰ ピ   
イチイガシ 3 円心二円洋弓 ポ怪 

トチノキ (w 力果幼 種子牛果実十種子 ) ( 幼果 ) (Wf9     
ゴ Ⅲ 卜ョ Ⅲ                 
ホタル イ属 ポント クタテ 

( 果実 ) ( 果実 ) 泥炭質 層 3 申 群落復原図 

図 85 泥炭質 層 3 中 ( 第 2f 層 ) 出土種実の分布と 群落の復原 縮尺 l/600 

当時の林床が ，ほぼそのまま 保存されているとすると ，出土種実の 分布の偏りにより ， 

当時の群落の 構成を復原することが 可能になる。 比較的多くの 地点で植物遺体を 採取でぎ 

た 泥炭質 層 4 . 3 中 ・ 2 丁・ 2 上について，このような 試みをおこなってみた。 

泥炭質 層 4 ( 図 84)  泥炭質 層 4 では， トチ ノキ，イチイガシ ，サルナシ近似 種 ， ; ソソ 

バ の種実に，著しい 分布の偏りがみられた。 この肩上面の 台地形図 ( 図 8 乍 f) からみると， 

，ゾソ " は 低地に分布していることがわかる。 総合的な群落復原図を 図 84-e                       

なお，この復原図における 分布 域は ，その種のおおよその 分布を示しているだけであ     

この中に 1 本生育していたのか 2 本生育していたのか ， また樹冠の広がりはどのくらいで 

あ ったか，というようなくわしい 内容をあ らぬすものではない 0 イチイ ガシとトチ / キが 

となりあ って生育していたことは 注目に値する。 

泥炭質 層 3 中 ( 図 85)  泥炭質 層 3 中では， トチ ノキ，イチイガシ ，アカガシ近似 種 ， ホ 

タルイ 属 ，ボン トクタデ の種実に著しい 分布の偏りがみられた。 ホタルイ属とボン トクタ 
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  [-] 

  
二                     

旧， Ⅲ 怪 
( 幼果 幼 種子 十 果実十種子 ) 

コ Ⅱ ビ 

ヨ Ⅰ 三 

ゴ m 卜 
ポ / トクタデ 

保実 ) 

泥炭質 層 2 丁 群落復原図 

  ;"       " 泣けに 

ョ Ⅰ全ョ円仁 
イチイ ガシ キハダ 
( 幼果 ) ㏍童子 ) 

コ十ピョ Ⅰ ヒ   
ゴ Ⅰ単コⅠ 挙 

イボ ク サ ホタルイ 属 

け童子 ) ( 果実 ) 

                、 。 " 宅て J ま棲笘 ㍗㍉ 甜 品田器 笘篆巴 ㍗ ， 
占地形図 ( 泥炭質 層 2 丁・上面 ) [ ] 中の数字は幼種子・ 果実・種子の 個数 

図 86 泥炭質 層 2 丁 f¥ 第 23 層 ) 出土種実の分布と 群落の復原 縮尺 l/600 

デは ，いずれも低湿地性の 植物であ るが，その分布が 微妙に違い，ホタルイ 属が よ り低地 

側に分布していることは ，現在の両者の 分布から考えても 理解しやすい。 また，イチイ ガ 

シ ，アカガシ近似 種 ， トチ / キが となりあ って生育していたことは 注目に値する。 

泥炭質 層 2 丁 ( 図 86)  . 泥炭質 層 2 下では， トチ ノキ，イチイガシ ，キハダ，ボン トク 
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図 87 泥炭質 層 2 上 ( 第 il 層 ) 出土種実の分布と 群落の復原 縮尺 l/600 

タデ，イ ボクサ，ホタル イ 属の種実に著しい 分布の偏りがみられた。 北側の低地付近に イ 

ボクサ，ホタルイ 属が生育していたことがわかる 0 また，この時期においても トチノキと 

イチイ ガシ の共存がみられる。 

泥炭質 層 2 上 ( 図 87)  泥炭質 層 2 上では トチ ノキ，アカガシ 近似 種 ，ヤマグ ヮ ，ホタル 

イ属に著しい 分布の偏りがみられた。 この層の上面の 台地形図 ( 図 8 卜 f) からみると， ホ 

タルイ属が低地に 分布していることがわかる 0 トチ / キは株 周辺に集中している 0 また， 

この時期にも トチ ノキ，アカガシ 近似種の共存がみられる。 

(2) 種実の分散様式の 違いによる平面分布の 違い 

古群落の復原を 進めていく過程で 注目すべき事実に 気付いたので 特別に記しておきたい。 

本 遺跡 よ り出土した植物遺体は ，種実の分散様式の 違いに よ り，自然落下に よ るもの， 鳥 

獣の食用に よ るもの， 風 散布によるもの ，水流に よ るもの，の 4 つに分 げられる 0 各分散 

型の種実のうち ，代表的なものの 平面的な分布状況をみてみよう。 
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( 果実 + 種子 ) 泥炭質 層 4 数字は l 5k9 の試料中の遺体の 個数 

- は 遺体なし ( 図 84-88 に上通 ) 

図 88 鳥獣の食用， 風 ，水流によって 分散される種実の 分布 縮尺 l/600 

落下により分散される 種実には， トチ ノキ，イチイガシ ，アカガシ近似 種 があ るが，い 

ずれの場合もかなり 集中の度合が 著しく，多量に 産出する地点とまったく 産出しない地点 

とがはづきりする 傾向があ る ( 図 84-a.b, 図 85-a 一 c , 図 86-a .b, 図 87-a .b)o 

鳥獣の食用により 分散される種実には ， キ " ダ ，ヤマグ ヮ ，カジノキ，サルナシ 近似 種 ， 
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ノブドウなどがあ るが，多くの 場合はほば一様に 分布する ( 図 88-a ～ d) 。 しかし， 泥炭 

質， 層 2 上のヤマグ ヮや 泥炭質 層 2 下の キ " ダ では著しい分布の 偏りがみられた ( 図 86-c, 

図 87-c) 。 これらの場合，多量に 産出するのはⅠ地点だけだが ，ほかの地点もまったく 産出 

しないのではなく ，少量ずつの 種子がほ ぱ 一様に産出している。 このような産出のしかた 

は 落下分散種実と 好対照をなす。 

夙 により散布される 種実の例はイタヤカエデだけであ るが，ほぼ一様に 分布しているよ 

うだ ( 図 88-9.h)o 

水流によって 散布される種実にはホタルイ 層や ; ゾソバ があ る。 ホタルイ属はいずれの 

場合も著しく 分布が集中していた ( 図め -d, 図 86-f, 図 87-d) 。 「 ゾソバ は泥炭質 層 4 の 

場合のようにかなり 集中する時 ( 図 84-d) と ，さほど集中しない 時 ( 図 88-e. f) とがあ った。 

このよ 5 に，分散様式の 違いにより，集中の 度合が違い， しかもそれが 現在のそれぞれ 

の種の生態から 考えて充分納得できる 結果になったことは 興味深い。 ひるがえって 考えて 

みると，この 堆積物が当時の 林床をほばそのまま 保存しているという 仮定が妥当であ るこ 

との，状況証拠になるように 思われる。 将来，現在の 森林での種実の 平面分布と比較して 

みたいと 居 、 っている。 

9  大型植物遺体群集の 変遷 

前節で用いたような 手順によって 古 群落を復原できたのは 4 層準だけだが ，ほかの 層 準 

でもたくさんの 植物遺体が得られている。 表何 ・ 15 のうち 層 準がややあ いまいなものを 除 

いて各層準別の 植物遺体の産出状況を 図にした ( 図 89)0 

黒色土 1 丁ょり下位の 地層については 遺体量が少ない。 まず泥炭質 層 4 よ り上位につい 

て 述べる。 

縄文晩期中 - 後葉から晩期最終末にかけて ，植物遺体群集として 目立った変化はなく ， 

イチイ ガシや アカガシ近似種などのアカガシ 亜属 や ムクノキ，サカ キ ， ヒサ カキ ，マル， 

/ ヤマ ゴボウなどの 暖温帯林 ( 照葉樹林 ) に生育する植物と ，アサ ダ， キハダ， トチ / キ な 

どの冷温帯林に 生育する植物が 混在する。 とりわけ泥炭質 層 4 . 3 中 ・ 2 丁・ 2 上では 種 

実の平面的な 分布解析により ， トチ / キと イチイ ガシや アカガシ近似 種が ， 20m x30m の 

中に接して生育していたことが 推定できた ( 第 8 節参照 ) 。 また， カヤ ツりバサ 層やホタル 

イ 属 ， スゲ属 ， ; ゾ ソバ，ボン トクタデ などの水湿地の 植物も普通であ る。 カジノキ，カ 

ナムバラといった 史双帰化植物の 可能性があ る植物や， ヒメコウゾ ， アカメガ シヮ ，クサ 
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xxxx                                                                                                                                   
XXX : 多い   
XX : ぶ 、 つっ -   
      少ない   

図 89 大 型 植 物 

ギ といった，二次林の 存在をうかがわせる 植物も普通であ る。 このほかに連続して 産出す 

る植物としては ，カヤ，イヌガヤ ， モ ，，ハク ウ ンボク， オニ グル，，ヤマグ ヮ ，キイチ 

ゴ 属 ，サクラ 節 ，フジ 属 ， ヵ ラス ザ ンショウ，ウルシ 属 ，イタヤカエデ ， ， ッデヵェデ ， 

カェデ 節近似 種 ，サルナシ近似 種 ，タラノキ， ，ズキ， クマノ，ズキ ， エ ゴノキ，ムラサ 

キシキブ属 ，ニワト コ ， タデ属 ， コウモリカズ ラ ，ヤマネコ / メ ソウ近似 種 ，ノブドウ， 

イヌ コウジュ 属 近似 種 ，ナス科があ る。 

さて，縄文晩期中～後葉から 晩期最終末までの 植物遺体群集は ，上記のよ 5 な 共通の要 

素 をもち，目立った 差はないが，さらにくわしくみてみると ，泥炭質 層 3 上と 2 下の下部 

の間を境に，わずかな 違いがみられる。 この層を境に 種類数が増加する。 とくに冷温帯性 

の樹種としてあ げた 9 種類のうち 5 種類，すなわち イヌ ブナ，カジ ヵェデ ，アサガラ，オ 

オバアサガラ ， ゴマ ギ があ らわれる。 この事実は，気候のわずかな 寒冷化を示すのかもし 

れない。 
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- 林スは裸地 に多い 植 
以上の広い分布   又は種の同定が 不充分で       つきり よ @   水 湿地の植物   0 76 、 @ 帯 - 温帯   

カ ウ ィ ミカ プツサ         クエム ガ タナコムヤ     ツ / イ ナ ノ キ カ ヒ アクア カク カ カ ホ                           
ラルタ   ン エトタ l リ ラ ズ マ コ ラ フマテテウ ラマ     J フ ス ス ナク ジ メカ ワオ ナサ ヤヤタ   l ゲボ ソン ク ま み 
ス ンヤテデウ   / キ / / サ ト ス属 シモサ キソボ フド   牙 年モ 千     / コメクツ ムキ                 イ属クソ   セた 

サ属カ 力 部 @         ミキキ コミ コ ソ キコウタ ネ ウ ウ       キ ウガ サック             サノてク         
    工エ近     ズ シ 節 料カケ / 近ン近ソ 方 ゾシ         ググ属   属セ 
汚 テ デ似           ズ マメ 似             属似     ササ     ブ属 ラン 種 種 近種 。 @"' 属 '   

  

  

  

 
 

左の各 頃 は， 1.5 ㎏ (2mm の節による縮刷 ) の試料より求めた。 

0 : 5mm  ( 約 7n ㎏ ) の試料からだけ 得られたもの (2mm の試料 

からは得られ 低かったか，または ，もともと 2mm の試料が低い ) 
空欄 : (N 個 

遺 体 の 出 土 状 況 

後期初頭および 中期中葉以双の 植物遺体は少ないが ，いずれも ィチ イガ シやア ヵガ シ 近 

似 種とトチノキ が 共 出しており， よ り上位の産出状況と 似ている。 なお，試掘調査で 2 層 

に分けて取り 上げられた植物遺体群集の 組成は，本調査のものと 類似している。 

  英 

@  京都市左京区北白川追分町の 京都大学構内 B(rF:l 区 遺跡の縄文中期 - 晩期の植物 遺 

体包含 層よ り出土した植物遺体を 調査し， 81 種類の記載をおこなった。 

2  縄文晩期の堆積物より イネ の籾殻 (6.0olmX2.6mm) を得た。 

3  史双帰化植物の 可能性のあ る， ヵジ ノキ， ヵナ ムグラを報告した。 

4  植物遺体の平面的な 分布状況の調査に よ り，当時の植物群落の 復原を試みた。 

5  その結果，調査区域内 ( 約 20mX30m) に ， トチ / キと イチイ ガシ などの アヵガシ 亜 

属がとなりあ って生育していたと 推定した。 



138 兆白川追分町遺跡出土の 種実類 

6  縄文中期から 晩期にかけて 植物遺体群集の 変化はほとんどなく ，いずれもイチイ ガ 

シや アカガシ近似 種 ，ムクノキなどの 暖温帯林 ( 照葉樹林 ) の樹種と， トチ ノキ，ア 

サ ダ ，キハダなどの 冷温帯林の樹種が 共存し，さらにイタヤカエデ ， オニバル， が 

ま ざり，また 水 湿地性草本も 普通にあ った。 
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( 補 足 コ 

この調査の後，低湿地の 大型植物遺体の 調査分析法は 長足の進歩をみせている。 定量的 

取り扱いとしては 単位重量あ たりよりも単位体積あ たりをとり，最小節としては 0 ． 5mm 目 

ではなく 0 ． 25 ㎜目を用いるほうがよいことがわかってきた。 くわしくは下記の 文献を参照 

されたい。 

南木睦彦・ 辻 誠一郎「遺跡にともなう 水成堆積物中の 大型植物遺体のサンプリンバと 分析法」 

『古文化財の 自然科学的研究』同朋 社 出版， pp. 袋 6-%2, 1984 年 




